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ま え が き

　宇宙進化研究センターの年次報告書第 14 号（2021 年度）をお届けする運びとなりま
した。本センターは平成 19 年 11 月 1 日、愛媛大学の５番目の先端研究センターとして
発足し、丸 13 年の歳月が経過しました。

　本センターは３部門で構成されており、4 月の時点で、８名のスタッフ（専任４名と理
工学研究科との兼任４名）と２名のポスドク研究員、３名の事務職員が在籍しています。
2022 年 1 月よりポスドク研究員として大木 平さんも加わっております。当センターは規
模小さいながらも、活気あるものとなっています。

　研究面では、本センターがこれまで力を⼊れてきた「すばる」望遠鏡を使った大規模広
域サーベイプロジェクト、各部門で進めている研究が着実に進み、多くの科学的成果が公
表されています。今後も、引き続き、現プロジェクトを推進し、発展させていくとともに、
現在検討が進められている将来計画にも積極的に関与し、貢献していく所存でおります。

　教育面では、理学部の改組に伴い、宇宙物理学コースは宇宙・地球・環境　課題挑戦プ
ログラムとして生まれ変わりました。本センターも含めた先端研究センターと協働した先
端研究により、宇宙などの分野の専門知識・技能に基づいた研究力を身につけます。新し
いプログラムのもと、より一層教育に貢献できればと考えております。

　2021 年度も、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、種々の対策がとられ行動に制
限が課せられました。しかし、徐々に社会が通常に戻りつつあることを感じる年でもあり
ました。今後も、研究、教育、社会貢献活動を行いたいと考えておりますので、引き続き
皆様のご支援・ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願いいたします。

令和４年６月
愛媛大学宇宙進化研究センター

センター長　粟木　久光
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　１．総 説

１．１組織
　　　
　　　センター長　　：　粟木　久光

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　　　教授　　　　　：　長尾　透
　　　准教授（兼任） ：　鍛冶澤　賢
　　　准教授　　　　：　松岡　良樹
　　　特定研究員　　：　久保　真理子
　　　特定研究員　　：　内山　久和
　　　特定研究員　　：　大木　平

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　　　教授（兼任）　  ：　粟木　久光
　　　教授（兼任）　  ：　寺島　雄一
　　　助教（兼任）　  ：　志達　めぐみ

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　　　准教授　　　　：　清水　徹
　　　助教　　　　　：　近藤　光志

■ 客員研究員 ■
　　　岩澤　一司　 （Institucio Catalana de Recerca i Estudis Avançats Research Professor）
　　　藤田　裕　　 （東京都立大学大学院理学研究科　教授）
　　　和田　桂一　 （鹿児島大学大学院理工学研究科　教授）
　　　高橋　慶太郎 （熊本大学大学院先端科学研究部　教授）
　　　鳥羽　儀樹　 （京都大学大学院理学研究科　日本学術振興会特別研究員）
　　　山下　拓時　 （国立天文台ハワイ観測所　プロジェクト研究員）
　　　
■ 研究支援部研究支援課研究拠点第一チーム ■
　　　チームリーダー：　黒石　俊輔
　　　サ ブ リ ー ダ ー ：　吉原　育美
　　　研 究 補 助 員 ：　今崎　芳江
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１．２　各部門の概要

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　宇宙に約 �000 億個もある銀河は、宇宙の大規模構造と呼ばれるフィラメント上の模様を作
り、�00 億年以上に及び時間をかけて進化してきています。これら銀河や宇宙の大規模構造は、
未知の暗黒物質に操られて進化してきたことが分かってきました。本研究部門では，銀河、暗
黒物質、宇宙大規模構造の形成と進化を体系的に理解することを目的とし、研究を進めていま
す。

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　宇宙にある銀河の大部分の中心部に巨大なブラックホールが存在していると考えられてお
り、そのような巨大ブラックホールは宇宙が始まって �0 億年後には既に存在していたことが
わかっています。本研究部門では、巨大ブラックホールが宇宙の中でいつどのように形成され、
現在観測されているような姿に進化してきたのかを理解することを目的とし、研究を進めてい
ます。

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　地球を取り巻く宇宙空間では、太陽フレアや地球磁気圏オーロラサブストームなどの爆発現
象が古くから知られており、その物理機構を解明することが宇宙プラズマ研究の最大の課題と
なってきました。近年の衛星観測から、いわゆる磁気リコネクションという素過程が基本的に
重要であることが分かっています。私たちは独自の理論を提唱し、フレアの物理機構を解明す
るとともに、計算機シミュレーションによって複雑なフレア現象の観測結果を説明することを
めざしています。　
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　２．研究者要覧

　　　　　　　　　　　　　　　■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透　Tohru NAGAO
[ 職名 ] 教授
[ 電話 ] 089-927-9965　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 宇宙化学進化、巨大ブラックホール進化、第一世
代星探査
[ 受賞歴 ] 
第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005 年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2011 年 3 月）
第 22 回日本天文学会研究奨励賞（2011 年 3 月）

鍛冶澤　賢　Masaru KAJISAWA
[ 職名 ] 准教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9602　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の観測による銀河の形成・進化
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松岡　良樹　Yoshiki MATSUOKA
[ 職名 ] 准教授
[ 電話 ] 089-927-9579　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2009 年 3 月 東京大学大学院理学系研究科天文学専攻博士課
程修了
[ 学位 ] 2009 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 光学赤外線天文学、観測的宇宙論
[ 主な研究テーマ ] 銀河と巨大ブラックホールの進化、活動銀河核、
宇宙可視光背景放射
[ 受賞歴 ] 
第 29 回日本天文学会研究奨励賞（2018 年 3 月）
平成31年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手研究者賞（2019年4月）
令和３年度　島津奨励賞（2022 年 2 月）

久保　真理子　Mariko KUBO
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2014 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程
( 後期課程）修了
[ 学位 ] 2014 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の観測による銀河の形成・進化

内山　久和　Hisakazu UCHIYAMA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-9587　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2019 年 3 月 総合研究大学院大学物理科学研究科天文科学専
攻博士課程（3 年次編⼊学）修了　
[ 学位 ] 2019 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 観測的宇宙論
[ 主な研究テーマ ] 活動銀河核とその周辺銀河との共進化
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大木　平　Taira OOGI
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-9�7-84��　[FAX] 089-9�7-84�0
[ 学歴 ] �0�� 年 � 月 北海道大学大学院理学院宇宙理学専攻博士（後
期課程）修了　
[ 学位 ] �0�� 年 � 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 宇宙物理学
[ 主な研究テーマ ] 銀河と巨大ブラックホールの進化に関する理論的
研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光　Hisamitsu AWAKI
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任  宇宙進化
研究センター長
[ 電話 ] 089-927-9582　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1991 年 2 月 名古屋大学大学院理学研究科宇宙理学専攻博士
課程（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1991 年 2 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、American Astronomical 
Society、日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、活動銀河、　X 線望遠鏡

寺島　雄一　Yuichi TERASHIMA
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9603　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1998 年 3 月 名古屋大学大学院理学研究科素粒子宇宙物理学
専攻博士課程（後期課程）修了
[ 学位 ] 1998 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、American Astronomical 
Society、日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、銀河・銀河団などの
観測的研究
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志達　めぐみ　Megumi SHIDATSU
[ 職名 ] 助教
[ 電話 ] 089-927-9585　[FAX] 089-927-9585
[ 学歴 ] 2015 年 3 月 京都大学大学院理学研究科物理学・宇宙物理学
専攻 博士課程 ( 後期課程） 修了
[ 学位 ] 2015 年 3 月 博士 ( 理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、X 線連星の観測的研究
[受賞歴] 第7回京都大学たちばな賞（優秀女性研究者賞）（2015年3月）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹　Tohru SHIMIZU
[ 職名 ] 准教授 
[ 電話 ] 089-927-9969　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1986 年 3 月 東北大学大学院工学研究科修士課程（前期課程）
修了
[ 学位 ] 1996 年 10 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union、日本地球電磁気・地球惑
星圏学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] 太陽系プラズマ
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合過程、磁気流体力学、非線形力学

近藤　光志　Koji KONDOH
[ 職名 ] 助教
[ 電話 ] 089-927-8527　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1997 年 3 月 愛媛大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程

（前期課程）修了
[ 学位 ] 2007 年 9 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union、日本地球電磁気・地球惑
星圏学会
[ 専門分野 ] 宇宙プラズマ物理学
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合に関連した地球磁気圏嵐、太陽フレア
現象などの数値的・観測的研究
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　３．研究成果

３．１　原著論文

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Toba, Y., Ueda, Y., Gandhi, P., Ricci, C., Burgarella, D., Buat, V., Nagao, T., Oyabu, S., 
Matsuhara, H., & Hsieh, B. -C., “How does the polar dust affect the correlation between 
dust covering factor and Eddington ratio in type 1 quasars selected from the Sloan Digital 
Sky Survey data release 16?” , The Astrophysical Journal, 912, 91, 2021

Lee, M. M., Nagao, T., De Breuck, C., Carniani, S., Cresci, G., Hatsukade, B., Kawabe, 
R., Kohno, K., Maiolino, R., Mannucci, F., Marconi, A., Nakanishi, K., Troncoso, P., & 
Umehata, H., “Dense and warm neutral gas in BR 1202 − 0725 at z = 4.7 as traced by the 
[OI]145 line” , The Astrophysical Journal, 913, 41, 2021

Ono, Y., Itoh, R., Shibuya, T., Ouchi, M., Harikane, Y., Yamanaka, S., Inoue, A. K., 
Amagasa, T., Miura, D., Okura, M., Shimasaku, K., Iwata, I., Taniguchi, Y., Fujimoto, S., 
Iye, M., Jaelani, A. T., Kashikawa, N., Kukuchihara, S., Kikuta, S., Kobayashi, M. A. R., 
Kusakabe, H., Lee, C. -H., Liang, Y., Matsuoka, Y., Momose, R., Nagao, T., Nakajima,K., 
& Tadaki, K., “SILVERRUSH X: Machine Learning-aided Selection of 9,318 LAEs at 
z  = 2.2, 3.3, 4.9, 5.7, 6.6, and 7.0 from the HSC SSP and CHORUS Survey Data” , The 
Astrophysical Journal, 911, 78, 2021

Kojima, T., Ouchi, M., Rauch, M., Ono, Y., Nakajima, K., Isobe, Y., Fujimoto, S., Harikane, 
Y., Hashimoto, T., Hayashi, M., Komiyama, Y., Kusakabe, H., Kim, J. -H., Lee, C. -H., 
Mukae, S., Nagao, T., Onodera, M., Shibuya, T., Sugahara, Y., Umemura, M., & Yabe, K.,
“EMPRESS. II. Highly Fe-enriched Metal-poor Galaxies with ~ 1.0 (Fe/O) ⦿  and 0.02 
(O/H) ⦿ : Possible Traces of Super Massive（> 300 M ⦿ ）Stars in Early Galaxies” , The 
Astrophysical Journal, 913, 22, 2021

Spinoglio, L., Mordini, S., Fernandez-Ontiveros, J. A., Alonso-Herrero, A., Armus, 
L., Bisigello, L., Calura, F., Carrera, F. J., Cooray, A., Dannerbauer, H., Decarli, R., 
Egami, E., Elbaz, D., Franceschini, A., Gonzalez Alfonso, E., Graziani, L., Gruppioni, 
C., Hatziminaoglou, E., Kaneda, H., Kohno, K., Labiano, A., Magdis, G., Malkan, M. A., 
Matsuhara, H., Nagao, T., Naylor, D., Pereira-Santaella,M., Pozzi, F., Rodighiero, G., 
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Roelfsema, P., Serjeant, S., Vignali, C., Wang, L., & Yamada, T., “Mid-IR Cosmological 
Spectrophotometric Surveys from Space: Measuring AGN and Star Formation at the 
Cosmic Noon with a SPICA-like Mission” , Publications of the Astronomical Society of 
Australia, 38, 21, 2021

Izumi, T., Onoue, M., Matsuoka, Y., Fujimoto, S., Umehata, H., Strauss, M. A., Imanishi, 
M., Kohno, K., Kawaguchi, T., Kawamuro, T., Baba, S., Nagao, T., Toba, Y., Silverman, 
J. D., Inoue, A. K., Ikarashi, S., Iwasawa, K., Kashikawa, N., Hashimoto, T., Nakanishi, 
K., Ueda, Y., & Suh, H., “Large-scale Feedback and Star Formation in a Low-luminosity 
Quasar at z = 7.07” , The Astrophysical Journal, 914, 36, 2021

Joh, K., Nagao, T., Wada, K., Terao, K., & Yamashita, T., “Do gas clouds in narrow-line 
regions of Seyfert galaxies come from their nuclei?” , Publications of the Astronomical 
Society of Japan, 73, 1152, 2021

Kakuma, R., Ouchi, M., Harikane, Y., Ono, Y., Inoue, A. K., Komiyama, Y., Kusakabe, 
H., Lee, C.-H., Matsuda, Y., Matsuoka, Y., Mawatari, K., Momose, R., Shibuya, T., & 
Taniguchi, Y., “SILVERRUSH. IX. Ly α Intensity Mapping with Star-forming Galaxies 
at z  = 5.7 and 6.6: A Possible Detection of Extended Ly α Emission at >100 Comoving 
Kiloparsecs around and beyond the Virial-radius Scale of Galaxy Dark Matter Halos” , 
The Astrophysical Journal, 916, 22, 2021

Shin, J., Woo, J. -H., Nagao, T., Kim, M., & Bahk, H., “Strong correlation between FeII/
MgII ratio and Eddington ratio of type 1 active galactic nuclei” , The Astrophysical 
Journal, 917, 107, 2021

Li, J., Silverman, J. D., Ding, X., Strauss, M. A., Goulding, A., Birrer, S., Yesuf, H. M., 
Xue, Y., Kawinwanichakij, L., Matsuoka, Y., Toba, Y., Nagao, T., Schramm, M., & Inayoshi, 
K., “The Sizes of Quasar Host Galaxies with the Hyper Suprime-Cam Subaru Strategic 
Program” , The Astrophysical Journal, 918, 22, 2021

Umehata, H., Smail, I., Steidel, C. C., Hayes, M., Scott, D., Swinbank, M., Ivison, R. J., 
Nagao, T., Kubo, M., Nakanishi, K., Matsuda, Y., Ikarashi, S., Tamura, Y., & Geach, J. 
E., “ALMA Observations of Lyman-alpha Blob 1: Multiple major-mergers and widely 
distributed interstellar media” , The Astrophysical Journal, 918, 69, 2021

Kubo, M., Umehata, H., Matsuda, Y., Kajisawa, M., Steidel, C. C., Yamada, T., Tanaka, I., 
Hatsukade, B., Tamura, Y., Nakanishi, K., Kohno, K., Lee, K., & Matsuda, K., “A massive 
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Y., Szymkowiak, A. E., Takei, Y., Tamagawa, T., Tsujimoto, M., Uchida, Y., de Vries, C. P., 
Yamada, S., Yamasaki, N. Y., Yasuda, S., Yoshioka, N., 「X 線分光撮像衛星 XRISM 搭載
Resolve の開発の現状 VIII」, 日本天文学会 2022 年春季年会 , オンライン（2022 年 3 月）

今村竜太・粟木久光・辻本匡弘・山田真也・竹井 洋・Porter, F. S.・Kilbourne, C.A.・ Kelley, R. L.・
on behalf of the XRISM, 「XRISM 衛星搭載極低温検出器における機械式冷凍機による微小
擾乱の影響評価」, 日本天文学会 2022 年春季年会 , オンライン（2022 年 3 月）

林 克洋・田代 信・寺田幸功・高橋弘充・信川正順・水野恒史・宇野伸一郎・久保田あや・中澤知洋・
渡辺 伸・飯塚 亮・佐藤理江・米山友景・Chris Baluta・海老沢研・江口智士・深澤泰司・加
藤 颯・勝田 哲・北口貴雄・小高裕和・大野雅功・太田直美・阪間美南・佐藤諒平・志達めぐみ・
菅原泰晴・丹波 翼・谷本 敦・寺島雄一・坪井陽子・内田和海・内田悠介・内山秀樹・山内茂雄 , 「X
線分光撮像衛星 XRISM の科学運用準備の現状」, 日本天文学会 2022 年春季年会 , オンライン

（2022 年 3 月）

高橋弘充・田代 信・寺田幸功・信川正順・水野恒史・宇野伸一郎・久保田あや・中澤知洋・渡辺 伸・
飯塚 亮・佐藤理江・林 克洋・米山友景・Chris Baluta・海老沢研・江口智士・深澤泰司・加
藤 颯・勝田 哲・北口貴雄・小高裕和・大野雅功・太田直美・阪間美南・佐藤諒平・志達めぐみ・
菅原泰晴・丹波 翼・谷本 敦・寺島雄一・坪井陽子・内田和海・内田悠介・内山秀樹・山内茂雄 , 

「X線分光撮像衛星XRISMの観測テータ処理とその準備状況」, 日本天文学会2022年春季年会 , 
オンライン（2022 年 3 月）

寺田幸功・高橋弘充・飯塚 亮・林 克洋・志達めぐみ・加藤 颯・佐藤諒平・他 XRISM Mission 
Operation Preparation Team・小湊 隆、「X 線分光撮像衛星 XRISM 時刻システムの地上評価
検証」, 日本天文学会 2022 年春季年会 , オンライン（2022 年 3 月）

森 浩二・武田彩希・村上弘志・寺田幸功・久保田あや・榎戸輝揚・馬場 彩・小高裕和・谷本 
敦・谷津陽一・小林翔悟・幸村孝由・萩野浩一・内山泰伸・佐藤寿紀・北山 哲・高橋忠幸・
石田 学・渡辺 伸・山口弘悦・藤田 裕・中嶋 大・中澤知洋・古澤彰浩・鶴 剛・上田佳宏・内
田裕之・水本岬希・田中孝明・鈴木寛大・松本浩典・野田博文・常深 博・伊藤真之・信川正
順・信川久実子・太田直美・粟木久光・寺島雄一・志達めぐみ・深沢泰司・水野恒史・高橋
弘充・大野雅功・赤松弘規・ Hornschemeier, A. E.・岡島 崇・Zhang, W.W.・ Venters, T.・
Yukita, M.・他 FORCE WG, 「軟 X 線から硬 X 線の広帯域を高感度で撮像分光する衛星計画 
FORCE の現状 (13)」, 日本天文学会 2022 年春季年会 , オンライン（2022 年 3 月）

林 克洋・ 田代 信・寺田幸功・高橋弘充・信川正順・水野恒史・宇野伸一郎・久保田あや・中
澤知洋・渡辺 伸・飯塚 亮・佐藤理江・米山友景・Chris Baluta・海老沢研・江口智士・深澤泰司・
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加藤 颯・勝田 哲・北口貴雄・小高裕和・大野雅功・太田直美・阪間美南・佐藤諒平・志達めぐみ・
菅原泰晴・丹波 翼・谷本 敦・寺島雄一・坪井陽子・内田和海・内田悠介・内山秀樹・山内茂雄 , 「X
線分光撮像衛星 XRISM の科学運用準備の現状」, 日本物理学会第 77 回年次大会 , オンライン

（2022 年 3 月）

Ishisaki, Y., Kelley, R. L., Akamatsu, H., Awaki, H., Bialas, T. G., Brown, G. V., Chiao, M. 
P., Costantini, E., den Herder, J.-W., Dipirro, M. J., Eckart, M. E., Ezoe, Y., Ferrigno, C., 
Fujimoto, R., Furuzawa, A., Graham, S. M., Grim, M., Hayashi, T., Hoshino, A., Ichinohe, 
Y., Iizuka, R., Ishida, M., Ishikawa, K., Kilbourne, C. A., Kitamoto, S., Leutenegger, M. A., 
Maeda, Y., McCammon, D., Mitsuishi, I., Mizumoto, M., Okajima, T., Paltani, S., Porter, 
F. S., Sato, K., Sato, T., Sawada, M., Seta, H., Shirron, P. J., Sneiderman, G. A., Soong, 
Y., Szymkowiak, A. E., Takei, Y., Tamagawa, T., Tsujimoto, M., Uchida, Y., de Vries, C. P., 
Yamada, S., Yamasaki, N. Y., Yasuda, S., Yoshioka, N.,「X 線 分 光 撮 像 衛 星 XRISM 搭 載
Resolve の開発の現状 IX」, 日本物理学会第 77 回年次大会 , オンライン（2022 年 3 月）

中澤知洋・森 浩二・村上弘志・久保田あや・小林翔悟・幸村孝由・萩野浩一・高橋忠幸・馬場 彩・
小高裕和・寺田幸功・榎戸輝揚・内山泰伸・佐藤寿紀・石村康生・北山 哲・谷津陽一・藤田 裕・
石田 学・渡辺 伸・山口弘悦・中嶋 大・古澤彰浩・信川正順・太田直美・鶴剛・上田佳宏・内
田裕之・信川久実子・松本浩典・野田博文・常深 博・田中孝明・鈴木寛大・伊藤真之・粟木
久光・寺島雄一・志達めぐみ・深沢泰司・水野恒史・高橋弘充・武田彩希・大野雅功・赤松弘
規・Hornschemeier, A. E.・岡島 崇・ Zhang, W.W.・他 FORCE WG, 「広帯域 X 線の高感度
観測衛星 FORCE：高精度の姿勢決定系の検討と汎用天文台としての位置づけ」, 日本物理学
会第 77 回年次大会 , オンライン（2022 年 3 月）

高橋弘充 , Quin Abarr, 青柳美緒 , 朝倉一統 , 粟木久光 , Matthew G. Baring, Richard Bose, 
Dana Braun, Gianluigi de Geronimo, Paul Dowkontt, John Elliot, 榎 戸 輝 揚 , Manel 
Errando, 深沢泰司 , 古澤彰浩 , Thomas Gadson, Epharaim Gau, Victor Guarino, 郡司修
一 , 袴田知宏 , 萩原涼太 , Kenny Hall, 花岡真帆 , Keon Harmon, 服部憲吾 , 林田 清 , Scott 
Heatwole, Arman Hossen, 井出峻太郎 , 今村竜太 , 今里郁弥 , 今澤 遼 , 石橋和紀 , 石田 学 , 石
倉彩美 , 石渡幸太 , Nirmal Kumar Iyer, Fabian Kislat, Mozsi Kiss, N, 亀谷紀香 , 鴨川 航 , 北
口貴雄 , David Kotsifakis, Henric Krawczynski, James Lanzi, Lindsey Lisalda, 前田良知 , 
松下友亮 , 眞武寛人 , 松本浩典 , 峯田大晴 , 宮本明日香 , 宮澤拓也 , 水野恒史 , 中庭 望 , 野田博
文 , 大出優一 , 岡島 崇 , 岡崎貴樹 , Izabella Pastrani, Mark Pearce, Zachary Peterson, Helen 
Poon, Chris Purdy, Brian Rauch, Felix Ryde, 斎藤芳隆 , 佐久間翔太郎 , 佐藤淳矢 , 澤上拳明 , 
Chris Shreeves, Garry Simburger, Carl Snow, Sean Spooner, Theodor-Adrian Stana, David 
Stuchlik, 鈴木 瞳 , 武田朋志 , 武尾 舞 , 玉川 徹 , 田村啓輔 , 常深 博 , 内田和海 , 内田悠介 , 内山
慶祐 , Brett Vincent, Andrew West, Eric Wulf, 山本龍哉 , 楊 冲 , 米山友景 , 吉田勇登 , 善本真
梨那 , XL-Calibur チーム , 「硬 X 線偏光観測 XL-Calibur 気球実験の 2022 年フライトへ向け
た準備状況」, 日本物理学会第 77 回年次大会 , オンライン（2022 年 3 月）

土屋 魁琉・細畠拓也・竹田真宏・森田晋也・青柳美緒・松本浩典・亀谷紀香・岩崎雅大・小谷賢伸・
粟木久光・山形 豊，「宇宙 X 線望遠鏡用 CFRP-NiP 軽量ミラーの超精密加工法に関する研究」，
2022 年度精密工学会春季大会，オンライン（2022 年 3 月）
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹，「テアリング不安定性の線形理論の拡張」，STE シミュレーション研究会，オンライン（ 
2021 年 9 月 ）

近藤光志，「Asymmetric magnetic reconnection configuration in the dayside magnetopause」，
STE シミュレーション研究会，オンライン（2021 年 9 月）

新田伸也･近藤光志，「シア磁場非対称磁気リコネクションの構造とエネルギー変換 」，日本天
文学会 2021 年秋季年会，オンライン（2021 年 9 月）

Shimizu, T., ＆ Fujimoto, K., “Higher-order differential magnetic diffusion effect in MHD 
simulations of Petschek reconnection model” , AOGS2021, オンライン（2021 年 8 月）

清水 徹，「テアリング不安定性の線形理論」，京都大学生存圏研究所 電波科学計算機実験 (KDK)
シンポジウム , オンライン（2022 年 3 月）

近藤光志，「昼側磁気圏境界環境と磁気リコネクション」，京都大学生存圏研究所 電波科学計
算機実験 (KDK) シンポジウム , オンライン（2022 年 3 月）

Kondoh, K., “Physical conditions around the dayside magnetopause and asymmetric 
magnetic reconnection” , AGU Fall Meeting 2021, オンライン（2021 年 12 月）

清水 徹，「テアリング不安定性の磁気流体力学線形理論における粘性効果の導⼊」，地球電磁気・
地球惑星圏学会 2021 年秋学会 , オンライン（2021 年 11 月）

近藤光志，「Relationship between the circumstances of the dayside magnetopause and magnetic 
reconnection」，地球電磁気・地球惑星圏学会 2021 年秋学会 , オンライン（2021 年 11 月）

銭谷誠司・三好隆博・近藤光志・Wai-Leong Teh，「磁気流体シミュレーションコード 
OpenMHD の開発」，地球電磁気・地球惑星圏学会 2021 年秋学会 , オンライン（2021 年 11 月）



― �6 ―

３．3　招待講演・学会特別講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Nagao, T., “Subaru wide-field AGN surveys toward high-z AGN metallicity studies ” , “ 
Workshop Chemical Abundances in Gaseous Nebulae ” , オンライン（ 2021 年 5 月 ）

松岡良樹 , 「最遠方クエーサー探査のフロンティア」, 初代星・初代銀河研究会 2021, 東北大
学東京分室（2022 年 2 月）

久保真理子 , 「南極望遠鏡で探る、遠方銀河団の隠れた銀河 BH 形成」, 南極から遠赤外線 -
テラヘルツ波で探る宇宙 , 極地研究所 / オンライン（2022 年 3 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

志達めぐみ , 「XRISM による SS433 の X 線高分散分光観測」, “Microquasar Workshop 2021 
-- W50/SS433 and beyond –” , オンライン（2021 年 5 月）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

Shimizu, T., “Linear Theory of Viscous-Resistive Tearing Instability”, AAPPS-DPP�0��, 
オンライン（�0�� 年 9 月）
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　４．社会的活動

４．１　学協会委員など

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
  1）　国立天文台 TMT 科学諮問委員会 委員
  2）　国立天文台 研究交流委員会 委員
  3）　国立天文台 科学戦略委員会データアーカイブ WG　委員 (5 月から）
  4）　光学赤外線天文連絡会　運営委員会　委員 (10 月から）
  5）　光学赤外線天文連絡会　2030 年代将来計画検討 WG　委員 (9 月まで）
  6）　光学赤外線天文連絡会　ELT アクセス検討 WG　委員
  7）　光学赤外線天文連絡会　SPICA 総括 WG　委員 (2 月から）
  8）　高エネルギー宇宙物理連絡会　第 4 期将来計画委員会　外部委員
  9）　TMT International Science Definition Team (ISDT)　コアメンバー

松岡　良樹
  1）　日本天文学会 欧文研究報告 (PASJ) 編集委員
  2）　日本天文学会 年会実行委員
  3）　国立天文台せいめい望遠鏡小委員会 委員

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
  1）　愛媛県総合科学博物館協議会 委員
  2）　高エネルギー宇宙物理連絡会 運営委員
  3）　Ｘ線・EUV 結像光学研究グループ 幹事

志達　めぐみ
  1）　高エネルギー宇宙物理連絡会 事務局 
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹
  1）　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用・共同研究拠点専門委員会委員

４．２　講演会・研究会・他大学での講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Nagao, T., “Subaru Wide-Field AGN Survey with Hyper Suprime Cam” , 北海道大学宇宙
物理学研究室セミナー , オンライン（2021 年 7 月）

鍛冶澤賢・長尾 透 ,「物理学最前線」, 令和 3 年度教員免許状更新講習 , 愛媛大学（2021 年 7 月）

久保真理子 ,「深くて広いすばる望遠鏡遠方銀河探査」, 愛媛大学宇宙進化研究センター講演
会（全国同時七夕講演会）, オンライン（2021 年 7 月）

長尾 透 , 「すばる HSC で見た電波銀河」, 鹿児島大学天文学談話会 , 鹿児島大学郡元キャン
パス（2021 年 11 月）

長尾 透 , 「銀河に住む私達」, 愛媛大学グローバルサイエンスキャンパス , 愛媛大学理学部（2021
年 10 月）

鍛冶澤賢 , 「宇宙の進化 ―調べ方とわかってきたこと―」, コミュニティ・カレッジ「自然・
科学講座」, 愛媛県生涯学習センター（2021 年 10 月）

長尾 透 , 「私たちが住む銀河とその中心に潜む巨大なブラックホール」, 酒田市産業振興まち
づくりセンター（2022 年 3 月）

４．３　宇宙進化研究センター談話会

1）　第 132 回：大木 平氏（千葉大学）
「超大規模シミュレーションと準解析的モデルで探る AGN 形成」
6 月 24 日（木）
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2）　第 133 回：Sili Wang 氏（東京工業大学）
「2018 Outburst of the Black Hole Candidate: MAXI J1727-203」
6 月 30 日（水）

3）　第 134 回：内山 久和氏（愛媛大学宇宙進化研究センター）
「活動銀河核と周辺銀河の共進化」
7 月 28 日（水）

４．４　講演会・研究会など（センター主催・共催・協力など）

1）　愛媛大学・鹿児島大学 合同七夕講演会 2021 「広くて深い銀河の世界」
期日 ：2021 年 7 月 10 日（土）
会場 ：オンライン
共催 ：鹿児島大学・愛媛大学宇宙進化研究センター
演題・講師：「広くて深い銀河の世界」
鹿児島大学理工学研究科 教授 半田利弘
演題・講師：「広くて深いすばる望遠鏡遠方銀河探査」
愛媛大学宇宙進化研究センター 特定研究員 久保真理子
参加人数：約 100 名

2）　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会
期日 ：2021 年 12 月 11 日（土）
会場 ：オンライン
主催者 ：愛媛大学宇宙進化研究センター
演題・講師：「ブラックホールの謎に迫る」
筑波大学計算科学研究センター 教授 大須賀 健
参加人数 ：約 120 名
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　５．国際的活動

５．１　国際共同研究

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
1）　2013 年～　すばる Hyper Suprime Cam 広域撮像観測 AGN WG： プリンストン大学，

台湾中央研究院など
2）　2013 年～　すばる Prime Focus Spectrograph 広域分光観測 AGN WG：プリンストン大

学，台湾中央研究院，カリフォルニア工科大学など
3）　2013 年～　East-Asia AGN コラボレーション：ソウル国立大学，台湾中央研究院など
4）　2016 年～　Extended XMM-LSS Survey プロジェクト：サクレー研究所，アテネ国立天

文台など
5）　2017 年～　全天 X 線観測衛星 eROSITA プロジェクト：マックスプランク研究所など
6）　2021 年～　広域赤外線観測衛星 Euclid プロジェクト：欧州宇宙機関など

松岡　良樹
1）　2013 年 ~　すばる Hyper Suprime-Cam の探査データを用いたクエーサー研究，プリン

ストン大学，台湾中央研究院など
2）　2013 年 ~　すばる Prime Focus Spectrograph 広域分光観測計画，プリンストン大学 , 

台湾中央研究院，カリフォルニア工科大学など

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1）　2015 年～　国際Ｘ線天文衛星 Athena Telescope-Working Group メンバー , ヨーロッパ

宇宙機関

寺島　雄一
1）　2015 年～　国際Ｘ線天文衛星 Athena Sub-Working Group メンバー , ヨーロッパ宇宙機関
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　６．学際的活動・共同研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2021 年度　宇宙科学研究所　大学共同利用システム研究員

寺島　雄一
2021 年度　宇宙科学研究所　大学共同利用システム研究員

志達　めぐみ
2021 年度　宇宙科学研究所　大学共同利用システム研究員

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹
2021 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験利用共同研究

近藤　光志
2021 年度　名古屋大学宇宙地球環境研究所　計算機利用共同研究
2021 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験利用共同研究
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　７．研究助成費

７．１　科学研究費補助金  （金額の単位：万円）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
2021　基盤研究 (B) 20H01949 「すばる HSC と eROSITA 衛星の連携広域観測で解明する巨

大ブラックホール進化」624
2021　基盤研究 (A) 19H00697（分担）「多重 AGN の統合研究で紐解く超巨大ブラックホー

ルの起源」39
2021　基盤研究 (A) 21H04496（分担）「活動銀河核構造の全波長域新パラダイムの確立」33

松岡　良樹
2021　基盤研究 (A) 21H04494「“宇宙の夜明け” の時代における巨大ブラックホールの大規

模探査」897
2021　若手研究 (A) 17H04830「宇宙黎明期における巨大ブラックホールと銀河の大規模探査」

689

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2021　挑戦的研究（開拓）21K18152「高エネルギー宇宙を拓く硬 X 線望遠鏡の開発」630
2021　基盤研究 (A) 20H00175（分担）「大型国際天文衛星計画 Athena の科学成果最大化」100

寺島　雄一
�0��　基盤研究 (C) �0K040�4 「新世代サーベイ観測による巨大ブラックホール進化の研究」

60

志達　めぐみ
2021　若手研究 19K14762 「Ｘ線分光観測と理論予測との比較によるブラックホール連星の
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円盤風噴出機構の解明」91

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

近藤　光志
2021　基盤研究 (C)21K03645「非対称磁気リコネクション磁気流体モデルの観測的実証」80

７．２　その他の助成費  （金額の単位：万円）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2021　JAXA 搭載機器基礎開発実験費「CFRP 製 X 線反射鏡を目指した表面平滑化の開発」 

170.5
2021　JAXA 2021 年度戦略的開発研究費（理学）（分担）「広帯域 X 線高感度撮像分光衛星

FORCE」200
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　８．教育活動

８．１　卒業論文・修士論文・博士論文　題目

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

[ 大学院博士後期課程 ]
樋本　一晴：Origin of Rapid Changes in Star-forming Activity in Galaxies at 0.7 < z < 0.9 

in COSMOS Explored by Morphological Analysis Using New Quantitative 
Indices

[ 大学院博士前期課程 ]
岩本　凌　：活動銀河核を宿す銀河の形態調査 ~ 発現メカニズム解明に向けて
菊田　冬真：COSMOS 領域における赤方偏移 z < 1.0 の銀河のクラスタリングと星形成史の

関係
熊澤　一臣：ALMA 遠赤外線データを用いた COSMOS 領域における z ~ 0.8 clumpy 銀河の

ガス質量の調査
坂本茉梨江：すばる HSC による新たな褐色矮星の探査と銀河系構造の推定
山本　優太：遠方電波銀河のすばる望遠鏡 HSC による新たな探査と SED 解析

[ 学部 ]
井手　亮太：すばる HSC データと CFHT u-band データを組み合わせた赤方偏移 � の電波銀

河の探査
倉澤　日菜：すばる望遠鏡 HSC で探る遠方クエーサーを宿す暗黑物質ハローの性質
柴田　航平：すばる望遠鏡 HSC データと SDSS クエーサーカタログを用いたクエーサー周辺

環境の調査
谷本健太郎：Na D 吸収線マッピングによる近傍クエーサーのアウトフロー測定
中野　貴文：WISE 赤外線データによる活動銀河核ダストトーラスの起源と性質の研究
西本　壮太：輝線プロファイル解析による塵に隠された AGN アウトフローの探査
古土健太朗：光電離モデルコード Cloudy によるクエーサースペクトルの再現と分析
水口　百音：すばる HSC のクラスタリング解析で探る、暗黑物質ハローの質量と宿る銀河の

特性
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■ ブラックホール進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
今村　竜太：XRISM 衛星搭載極低温検出器における微小擾乱の影響評価と低減
亀谷　紀香：炭素繊維強化プラスチック製硬 X 線反射鏡における薄板ガラスを用いた新鏡面

製作法の開発

[ 学部 ]
植野　晴貴：Chandra 7 Ms Survey で検出された活動銀河核と銀河についての研究
津呂　優介：X 線観測による巨大バイナリーブラックホールの探査
滝沢　風佳：軟 X 線スペクトル変動を示す天体の性質
古吉　克行：硬 X 線スペクトル変動を示す天体の性質
戎井　一樹：MAXI を用いた活動銀河核の長期 X 線変動の調査
佐伯　文　：特異なブラックホール X 線連星 GRS 1915+105 の X 線スペクトル変動の調査

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

[ 学部 ]
山本　晃平：磁気流体計算による非対称磁気リコネクションにおける三次元効果の研究
松井昇大朗：GEOTAIL 衛星データを用いた磁気圏境界環境変化に関する研究
城生　大貴：数値シミュレーションデータとの比較による太陽コロナ磁場外挿計算の評価
佐野　連　：AR���58 における太陽フレア発生前の黒点間磁場変動
蒲原凛太郎：テアリング不安定性の線形理論への粘性効果の導⼊ 非一様粘性および一様粘性

の摂動解の比較
高田　優介：テアリング不安定性の線形理論における一様粘性効果の導⼊

８．２　講義・集中講義

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
2021 年度
　前期　物理学⼊門　愛媛大学共通教育
　前期　物理学Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　力学Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナールⅠ　愛媛大学大学院理工学研究科
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　前期　物理学ゼミナールⅢ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　力学Ⅰ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナールⅡ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナールⅣ　愛媛大学大学院理工学研究科
　集中　先端科学特別講義　鹿児島大学大学院理工学研究科

鍛冶澤　賢
2021 年度
　前期　物理学Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　基礎物理学実験　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナールⅠ　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナールⅢ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　自然のしくみ　愛媛大学共通教育
　後期　課題挑戦キックオフセミナー　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験Ⅰ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナールⅡ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナールⅣ　愛媛大学大学院理工学研究科

松岡　良樹
2021 年度
　前期　力学Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　力学Ⅳ　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学特論　愛媛大学理学部

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2021 年度
　前期　物理学実験Ⅱ　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナーⅢ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナールⅠ　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナールⅢ　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　基礎物理科学特論Ⅲ　愛媛大学大学院理工学研究
　後期　物理実験学　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
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　後期　力学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナールⅡ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナールⅣ　愛媛大学大学院理工学研究科

寺島　雄一
2021 年度
　前期　天文学　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験Ⅱ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナールⅠ　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナールⅢ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナーⅣ　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナールⅡ　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナールⅣ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理科学特論Ⅵ　愛媛大学大学院理工学研究科

志達　めぐみ
2021 年度
　前期　物理学実験 Ⅱ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 Ⅰ　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 Ⅱ　愛媛大学理学部
　集中　物理学特殊講義「ブラックホール X 線連星の観測」 山口大学理学部

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹
2021 年度
　前期　物理学　愛媛大学医学部
　前期　物理学実験Ⅱ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究Ⅰ　愛媛大学理学部
　後期　電磁気学Ⅳ　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
　後期　宇宙プラズマ物理学　愛媛大学大学院理工学研究科
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近藤　光志
2021 年度
　前期　物理学実験Ⅱ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究Ⅰ　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナールⅠ　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナールⅢ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙科学セミナーⅠ　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学実習　愛媛大学理学部
　後期　電磁気学Ⅴ　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナールⅡ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナールⅣ　愛媛大学大学院理工学研究科
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　９．広報

９．１　宇宙進化研究センターニュース

宇宙進化研究センターニュース　No.28
目次
　　センター長あいさつ
　　新メンバー紹介
　　大学院生の活動状況
　　ニュース 
　　　　「愛媛大学・鹿児島大学 合同七夕講演会 2021」を開催
　　　　「夏のオンライン観望会」を開催
　　センター談話会
　　発表リスト
　　　　論文
　　　　学会・研究会発表
　　　　招待講演 
　　　　研究機関におけるセミナー 
　　　　一般講演会・講話等

宇宙進化研究センターニュース　No.29
目次
　　センター長あいさつ
　　新メンバー紹介
　　大学院生の活動状況
　　ニュース 
　　　　宇宙物理学コース鹿児島大学・熊本大学合同観測解析実習および合同発表会
　　　　センター講演会「ブラックホールの謎に迫る」を開催
　　学位論文 
　　発表リスト
　　　　論文
　　　　学会・研究会発表 
　　　　招待講演 
　　　　研究機関におけるセミナー
　　　　一般講演会・講話等
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　10．運営委員会

委員長  粟木　久光 理工学研究科教授（兼任）
委員  長尾　透 宇宙進化研究センター教授
委員  清水　徹 宇宙進化研究センター准教授
委員  松岡　良樹 宇宙進化研究センター准教授
委員  近藤　光志 宇宙進化研究センター助教
委員  寺島　雄一 理工学研究科教授（兼任）
委員  鍛冶澤　賢 理工学研究科准教授（兼任）
委員  志達　めぐみ 理工学研究科助教（兼任）
委員  長谷川　和彦 研究支援部長
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　11．センター規則および運営委員会規定

愛媛大学宇宙進化研究センター規則

平成１９年１０月１０日
規則第１５０ 号

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第３０条第２項の規定に基づき，愛媛大

学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し，必要な
事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　センターは，理学及び工学の融合並びに国内外の関連研究機関との連携を図り，宇宙

全体の進化に関する研究及び教育を行うことにより，新たな学問領域の創成と当該学術
分野の発展に貢献することを目的とする。

（研究部門）
第３条　前条の目的を達成するため，センターに次の各号に掲げる研究部門を置く。
　（1） 宇宙大規模構造進化研究部門
　（2） ブラックホール進化研究部門
　（3） 宇宙プラズマ環境研究部門

（組織）
第４条　センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） その他必要な職員（以下「センター職員」という。）

（先端研究推進会議）
第５条　センターの業務に関する重要な事項は，愛媛大学先端研究・学術推進機構先端研究推

進会議（以下「先端研究推進会議」という。）において審議する。
（運営委員会）
第６条　センターの運営に関する事項を審議するため，センター運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。
　　２　 運営委員会に関する規程は，別に定める。

（センター長）
第７条　センター長候補者は，愛媛大学（以下「本学」という。）の専任教授のうちから先端

研究推進会議が推薦し，学長が選考する。
　　２　 センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された

センター長の任期は，前任者の残任期間とする。
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（専任教員）
第８条　専任教員は，先端研究推進会議が推薦し，学長が選考する。

（兼任教員）
第９条　兼任教員は，本学の専任教員及び特定職員である教員のうちから，当該教員の所属す

る学部等の長と協議 の上，センター長が学長に推薦し，学長が任命する。
　　２　 兼任教員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された兼

任教員の任期は，前任者の残任期間とする。
（職務）
第 10 条　センター長は，センターの業務を掌理する。
　　２　 専任教員は，センター長の職務を助け，センターの業務を遂行する。
　　３　 兼任教員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事する。
　　４　 センター職員は，センターの業務に従事する。

（客員教授等）
第 11 条　センターに，客員教授又は客員准教授（以下「客員教授等」という。）を置くこと

ができる。
　　２　 客員教授等の選考は，国立大学法人愛媛大学客員教授等称号付与規程の定めるとこ

ろによる。
（研究員）
第 12 条　センターに，研究員を置くことができる。
　　２　 研究員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事するものとする。
　　３　 研究員は，本学の専任教員のうちから運営委員会の推薦により，学長が任命する。
　　４　 研究員の任期は２年以内とし，再任を妨げない。

（客員研究員）
第 13 条　センターに，客員研究員を置くことができる。
　　２　 客員研究員の選考は，愛媛大学客員研究員規程の定めるところによる。

（研究協力者）
第 14 条　センターに研究協力者を置くことができる。
　　２　 研究協力者は，センター長があらかじめ定めた期間，センターの研究活動を補助する。
　　３　 研究協力者は，センターの研究に係る知識，経験を有する者のうちから，センター

長が委嘱する。
（事務）
第 15 条　センターに関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第 16 条　この規則に定めるものほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。

附則
　１　 この規則は，平成１９年１１月１日から施行する。
　２　 この規則施行後，最初に任命されるセンター長及び兼任教員の任期は，第７条第２項 

及び第９条第２項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までとする。
附則
　この規則は，平成２０年４月１日から施行する。
附則 
　この規則は，平成２２年４月１４日から施行し，平成２２年４月１日から適用する。 



― 4� ―

附則 
　この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 
附則 
　この規則は，平成２５年４月１日から施行する。 
附則 
　この規則は，平成２５年７月２５日から施行する。 
附則 
　この規則は，平成２６年６月１１日から施行する。
附則
　この規則は，平成２９年４月１日から施行する。
附則
　この規則は，平成３０年４月１日から施行する。
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愛媛大学宇宙進化研究センター運営委員会規程

平成１９年１０月１０日
規則第１５１ 号

（趣旨）
第１条　この規程は，愛媛大学宇宙進化研究センター規則第６条第 � 項の規定に基づき，愛

媛大学宇宙進化研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運
営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）
第２条　運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
　（1） 愛媛大学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の運営に関する基本事項

に関すること。
　（2） センターの予算及び決算に関すること。
　（3） その他センターの運営に関すること。

（組織）
第３条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） 研究支援部長
　（5） その他委員長が必要と認めた者
　　２　 前項第５号の委員は，運営委員会の議を経て委員長が推薦し，学長が任命する。

（委員長）
第４条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
　　２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
　　３　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）
第５条　運営委員会は，委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。
　　２　 議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。
（委員以外の者の出席）
第６条　委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，説明又は意見を聴

くことができる。
（専門委員会）
第７条　運営委員会は，専門的事項を調査検討するため，専門委員会を置くことができる。
　　２　専門委員会に関する事項は，運営委員会が定める。

（事務）
第８条　運営委員会に関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第９条　この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が

定める。
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附則
　この規程は，平成１９年１１月１日から施行する。
附則
　この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 
附則
　この規程は，平成２５年４月１日から施行する。
附則 
　この規程は，平成２９年４月１日から施行する。
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